























































ておこう。最初の記録がその翌年に見られる。・天平四年（七三二）三月二十五日には、薬師経一巻や観世音品とともに多心経が誦経された。この記録では、 「誦経」は読経・誦呪に対して用いられている。・天平六年（七三四） 月 七日には、方広経上巻・観世音経とともに多心経が誦経された。この記録では、 「誦経」は誦陀羅尼などに対して用いられ いる。・天平九年（七三七）と一〇年（七三八） 般若心経の異訳で、羅什訳 される『摩訶般若波羅蜜大明呪経』も書写され、これ以降しばしば記載される。したがって、わが国ではその最初から小本系の心経が伝承され、繰り返し書写 読誦されてきたわけである。・天平一〇年（七三八）の「経巻納櫃帳」 は、当時、黄紙、色紙、白麻紙など 諸種の素材によって写「般若波羅蜜多大心経、多心経」が現存していたことも知られる。ただし、 「般若波羅蜜多大心経」とは『陀羅尼集経』に引用される心経の偈頌の部分である。この様なものが独立して流布していた可能性もある。・天平十四年（七四二）十一月十五日には、 「読経 として法花 最勝王経 理趣経、金剛般若経を、 「陀羅尼誦」
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として千手経、仏頂経、十一面経を、 「誦」として薬師経、阿弥陀経、多心経をあげている。また、同日に「誦」として、石上部君・島君が最勝王経第三巻・多心経・十一面陀羅尼を、 「読」として最勝王経一部と観世音経をあげている。・天平十五年（七四三）正月九日には、 「誦経」として、観世音経、多心経 千手千眼陀羅尼、十一面根本陀羅尼、最勝王経金勝陀羅尼（義浄訳『金光明 』第八章）などをあげている。以上、ここまでの用例ではすべて「多心経を誦する」 （誦経）としている。・天平十八年（七四六）二月十八日の条に、 「 （正集八）
　
○以下二切ハ、続日本紀、三正綜覧等ニ参照スルニ、天



















心経の書写が行われるよう な た は、そ 少し後のことである。　
まず、 『大日本古文書』所収の「正倉院文書」によれば、天平十年（七三八）の閏年に七百六十八巻が書写され






















丁巳。勅。大史奏云。案九宮経。来年己亥。当会三合。其経云。三合之歳。有水旱疾疫之災。如聞。摩訶般若波羅密多者。是諸仏之母也。四句偈等、受持読誦。得福徳聚、不可思量。是以、天子念。則兵革災害、不入国裏。庶人念。則疾疫癘鬼、不入家中。断悪獲祥、莫過於此。宜告天下諸国。莫論男女老少。起坐行歩口閑。皆尽念誦摩訶般若波羅密。其文武百官人等 向朝赴司。道路之上 毎日常念。勿空往来。庶使風雨随時。咸無水旱之厄。寒温調気。悉免 之災。普告遐邇 知朕意焉
　『九宮経』という中国の暦学書によれば、来年は三合が会う不吉な年であり、様々な自然災害や疫病が流行する。よってこの「摩訶般若波羅密〔蜜〕多」を読誦して、災いを除去せよというもので、これは淳仁天皇の勅令である。　ここには「摩訶般若波羅密多」 、あるいは「摩訶般若波羅密」とあるが、おそらく『摩訶般若波羅蜜多心経』の
ことであろう。それは次の『古事類苑』 （第一巻一九〇頁）に引用された『年年隨筆』第五巻の用例からも推測できる。本書には、治暦四年（一〇六八）に旱魃と三合の厄があることを記し、その三合を次 ように解説する。
　「革命革令の外に、三合といふ災歳あり、改元はせられねども、御祈どもありて御つつしみなりき、三合とは、三代實録に、貞觀十七年十一月十五日、陰陽寮言、黄帝九宮經、蕭吉九宮篇云、承二天之道一、因二人之情一、上占二三元一、下用二五行一、 三神相合、名曰二三合一、所レ謂三神者、大歳、害氣、太陰是也 今自 元己亥一、至二于本朝貞觀十八年丙申 、積年四千九百一十八年也、以二三元百八十一除レ之、今中元之末、河元之内也、三合之運當レ在二明年一、經曰 毒氣流行、水旱接並 苗稼傷殘、寇盜大起、兵喪疾疫 競□並起、實是雖レ當二五行之理 一、而弭レ災之術、旣在二祈祷一 夫禍福之應、譬猶 影響一 吉凶之變、愼與レ不
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十六日壬戌。勅。遣十一僧 向於攝津 住吉 社 轉讀金剛般若經三千卷。般若心經三万卷。以奉謝神心消伏兵疫。太政官處分 定左右京白米一升直錢册文。前廿六文。今加十四文。黒米卅文。前十八文 今加十二文。是歳。價騰踊。東西津頭。白米一斛直七貫二百 黒米四貫四百文。由是増定京邑沽價。
　
以上のように、心経万巻、三万巻の読経なども見られ、九世紀後半には心経を中心とした大規模な仏教儀礼が行





 以上、本稿は六国史を中心に『般若心経』の受容について記述したが、そ 他の平安朝を中心とする文献の分析については別 「般若心経の信仰」 （ 『般若経大全』春秋社、二〇一五年）を参照されたい。1 
天平九年 （七三七） 三月丁丑
　「詔曰。毎國令造釋迦佛像一躯。挾侍菩薩二躯。兼寫大般若經一部。 」 （ 『続日本紀』 巻十二）
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註『金剛般若経』をもたらしたこと も知られる。膳大丘の行状につ ては、松本信道「膳大丘による金剛蔵菩薩撰『金剛般若経注』将来の背景」 『駒澤史学』七、二〇一二、一七～三四頁）を参照
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貞観五年（八六三）五月廿日にも神泉苑 御霊会で、藤原朝臣基経 藤原朝臣常行等 会座の監會事とし 延律師慧達を講師として、金光明経一部と般若心経六卷を演説している。
